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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年1月15日(2009.1.15)

【公表番号】特表2007-503465(P2007-503465A)
【公表日】平成19年2月22日(2007.2.22)
【年通号数】公開・登録公報2007-007
【出願番号】特願2006-532992(P2006-532992)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  16/42     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7088   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ  16/42    ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ  16/46    　　　　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０５　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｍ
   Ａ６１Ｐ  35/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/7088  　　　　
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ｃ１２Ｐ  21/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年11月17日(2008.11.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
配列番号１によってコードされるタンパク質を結合する、モノクローナル抗ＣＳ１抗体ま
たは抗ＳＣ１抗原結合フラグメント。
【請求項２】
前記抗体または抗原結合フラグメントは、配列番号５を含むＶＨ領域および配列番号６を
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含むＶＬ領域を含むコントロール抗体の、配列番号１によってコードされるタンパク質へ
の結合を、競合結合アッセイにおいて５０％減少させる、請求項１に記載の抗体または抗
原結合フラグメント。
【請求項３】
前記抗体または抗原結合フラグメントは、配列番号１５、１６および１７と少なくとも８
５％の同一性を共有するアミノ酸配列を含む、請求項１または２に記載の抗体または抗原
結合フラグメント。
【請求項４】
前記抗体または抗原結合フラグメントは、配列番号１８、１９および２０と少なくとも８
５％の同一性を共有するアミノ酸配列を含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の抗体
または抗原結合フラグメント。
【請求項５】
前記抗体または抗原結合フラグメントは、配列番号１５、１６、１７、１８、１９および
２０に対応するアミノ酸配列を含む、請求項１または２に記載の抗体または抗原結合フラ
グメント。
【請求項６】
配列番号１５、９５、１７、１８、１９および２０に対応するアミノ酸配列を含む、請求
項１～４のいずれか１項に記載の抗体または抗体結合フラグメント。
【請求項７】
前記抗体または抗原結合フラグメントは、配列番号５に対応するアミノ酸配列を含むＶＨ
領域および配列番号６に対応するアミノ酸配列を含むＶＬ領域を含む、請求項５に記載の
抗体または抗原結合フラグメント。
【請求項８】
前記ＶＨ領域は配列番号４７に対応するアミノ酸配列を含み、前記ＶＬ領域は、配列番号
５０に対応するアミノ酸配列を含む、請求項６に記載の抗体または抗原結合フラグメント
。
【請求項９】
前記抗体または抗原結合フラグメントは、ＡＴＣＣ指定番号ＰＴＡ－５０９１を有するハ
イブリドーマから得られ得るコントロール抗体の、配列番号１によってコードされるタン
パク質に対する結合を、競合結合アッセイにおいて５０％減少させる、請求項１に記載の
抗体または抗原結合フラグメント。
【請求項１０】
前記抗体または抗原結合フラグメントは、配列番号９、１０、および１１から選択される
配列と少なくとも８５％の同一性を共有するアミノ酸配列を含む、請求項１または９に記
載の抗体または抗原結合フラグメント。
【請求項１１】
前記抗体または抗原結合フラグメントは、配列番号１２、１３、および１４から選択され
る配列と少なくとも８５％の同一性を共有するアミノ酸配列を含む、請求項１、請求項９
または請求項１０のいずれか１項に記載の抗体または抗原結合フラグメント。
【請求項１２】
前記抗体または抗原結合フラグメントは、配列番号９、１０、および１１、配列番号１２
、１３および１４に対応するアミノ酸配列を含む、請求項１または９に記載の抗体または
抗原結合フラグメント。
【請求項１３】
前記抗体または抗原結合フラグメントは、配列番号３に対応するアミノ酸配列を含むＶＨ
領域および配列番号４に対応するアミノ酸配列を含むＶＬ領域を含む、請求項１１または
１２に記載の抗体または抗原結合フラグメント。
【請求項１４】
前記抗体または抗原結合フラグメントは、ＡＴＣＣ指定番号ＰＴＡ－５０９１を有するハ
イブリドーマによって得られ得る、請求項１３に記載の抗体または抗原結合フラグメント
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。
【請求項１５】
前記抗体または抗原結合フラグメントは、配列番号２１、２２および２３から選択される
配列と少なくとも８５％の同一性を共有するアミノ酸配列を含む、請求項１または９に記
載の抗体または抗原結合フラグメント。
【請求項１６】
前記抗体または抗原結合フラグメントは、配列番号２４、２５および２６から選択される
配列と少なくとも８５％の同一性を共有するアミノ酸配列を含む、請求項１、９または１
５のいずれか１項に記載の抗体または抗原結合フラグメント。
【請求項１７】
前記抗体または抗原結合フラグメントは、配列番号２１、２２、２３、２４、２５および
２６に対応するアミノ酸配列を含む、請求項１または９に記載の抗体または抗原結合フラ
グメント。
【請求項１８】
前記抗体または抗原結合フラグメントは、配列番号７に対応するアミノ酸配列を含むＶＨ
領域および配列番号８に対応するアミノ酸配列を含むＶＬ領域を含む、請求項１６または
１７に記載の抗体または抗原結合フラグメント。
【請求項１９】
前記抗体または抗原結合フラグメントは、ヒト化抗体である、請求項１～６、８～１２ま
たは１５～１７のいずれか１項に記載の抗体または抗原結合フラグメント。
【請求項２０】
前記抗体または抗原結合フラグメントは、少なくとも４０％まで免疫グロブリン分泌を阻
害する、請求項１～１９のいずれか１項に記載の抗体または抗原結合フラグメント。
【請求項２１】
前記抗体または抗原結合フラグメントは、ＩｇＧ１である、請求項１に記載の抗体または
抗原結合フラグメント。
【請求項２２】
エフェクター部分および／または検出可能な標識に連結されている、請求項１～２０のい
ずれか１項に記載の抗体または抗原結合フラグメントを含む、抱合化合物。
【請求項２３】
前記抗体または抗原結合フラグメントは、検出化のな標識に抱合されている、請求項２２
に記載の抱合化合物。
【請求項２４】
前記検出可能な標識は、放射性化合物、蛍光化合物、酵素、基質、エピトープタグまたは
毒素である、請求項２３に記載の抱合化合物。
【請求項２５】
前記検出可能な標識は細胞傷害薬である、請求項２３に記載の抱合化合物。
【請求項２６】
前記エフェクター部分は、検出部分、活性化可能な部分、化学療法薬、リパーゼ、抗生物
質、化学誘因部分、免疫調節物質、または放射性同位体である、請求項２２に記載の抱合
化合物。
【請求項２７】
請求項１～２１のいずれか１項に記載の抗体または抗原結合フラグメントまたは請求項２
２～２６のいずれか１項に記載の抱合化合物を含む、薬学的組成物。
【請求項２８】
請求項１～２１のいずれか１項に記載の抗体または抗原結合フラグメントまたは請求項２
２～２６のいずれか１項に記載の抱合化合物を含む、治療において使用するための組成物
。
【請求項２９】
請求項１～２１のいずれか１項に記載の抗体または抗原結合フラグメントまたは請求項２
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２～２６のいずれか１項に記載の抱合化合物を含む、癌の処置のための組成物。
【請求項３０】
前記癌は、形質細胞性新生物である、請求項２９に記載の組成物。
【請求項３１】
前記形質細胞性新生物は、多発性骨髄腫、骨の骨髄腫、髄外性形質細胞種、マクログロブ
リン血症（ワルデンシュトレームマクログロブリン血症が含まれる）、重鎖疾患、原発性
アミロイドーシス、および重要性が意義不明のモノクローナル免疫グロブリン血症である
、請求項３０に記載の組成物。
【請求項３２】
前記癌は非形質細胞性新生物である、請求項２９に記載の組成物。
【請求項３３】
前記非形質細胞性新生物は慢性リンパ球性白血病である、請求項３２に記載の組成物。
【請求項３４】
請求項１～２１のいずれか１項に記載の抗体または抗原結合フラグメントまたは請求項２
２～２６のいずれか１項に記載の抱合化合物を含む、過粘稠血症候群の処置のための組成
物。
【請求項３５】
請求項１～２１のいずれか１項に記載の抗体または抗原結合フラグメントまたは請求項２
２～２６のいずれか１項に記載の抱合化合物を含む、自己免疫疾患の処置のための組成物
。
【請求項３６】
前記自己免疫疾患は、全身性紅斑性狼瘡（ＳＬＥ）、関節リウマチ、炎症性腸疾患（ＩＢ
Ｄ）、血小板減少症、関節リウマチ（ＲＡ）、自己免疫性溶血性貧血、重症筋無力症であ
る、請求項３５に記載の組成物。
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